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社会の発展とエネルギー変換の技術　C（３）アイ単元名 配当時間 2時間

単元の目標 (1) エネルギー変換の技術の概念について理解することができる。
(2) エネルギー変換についてプラス面，マイナス面を考慮しながら技術の最適化について考えるこ
　とができる。
(3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，エネルギー変換の技術を工夫し創造し
　ようとする。

標準的な展開例 15280206_001

学　　　習　　　活　　　動

 1　エネルギー変換の技術のプラス面，マイナス面について
　これからどのように技術の最適化を図っていくとよいかに
　ついて考える。
　★エネルギー変換の技術の最適化についてまとめよう。
　ｏ自分の問題解決における最適化の場面を振り返り，社会
　　の問題解決における最適化と比較する。
　　・社会からの要求
　　・安全性
　　・環境への負荷
　　・経済性
　
　ｏエネルギー変換の技術のプラス面，マイナス面について
　　考え，これからどのように技術の最適化を図っていくと
　　よいかをまとめる。
　
　
　
　
 2　持続可能な社会を実現するためにの技術について考える
　★これからのエネルギー変換の技術についてまとめよう。
　ｏ持続可能な社会の構築のために，これからのエネルギー
　　変換の技術について考える。
　
　
　
　
　

　
　
　

留　意　事　項　な　ど

　
　
　
　
・社会におけるエネルギー変換の技術は，さま
　ざまな制約条件の基で折り合いを付け，効果
　が最も目的に合ったものになるように工夫さ
　れていることに気付かせる。
【評】エネルギー変換の技術の概念について理
　解する活動を通して，「知識及び技能」を評
　価する。
・エネルギー変換の技術は，生活や社会を豊か
　にする光の側面がある一方で，環境への負荷
　や事故の危険性などの影の側面があることも
　伝える。
【評】エネルギー変換の技術の最適化について
　考える活動を通して，「思考力，判断力，表
　現力」を評価する。
　
　
・よりよい生活や持続可能な社会の構築に向け
　て技術を評価し，選択，管理・運用，改良・
　応用していくことの大切さについて考えさせ
　る。
【評】これからのエネルギー変換の技術につい
　て考える活動を通して，「学びに向かう力，
　人間性等」を評価する。
【評】よりよい生活の実現や持続可能な社会の
　構築に向けて，エネルギー変換の技術を工夫
　し創造する活動を通して，「学びに向かう力
　人間性等」を評価する。

【　備　考　】
　エネルギー変換の技術は，歴史的にも急速に発達しており，今ではその役割も大きくなっている。
　技術の進展を生徒がイメージしやすいのは「照明器具」や「移動手段」が想定される。照明器具は，ロウソク
やガス灯から電球，LEDなどへと進化して，消費するエネルギー量の大きさ，性能なども変化してきた。移動手段
は，人や動物の力，風力などからガソリンエンジン車，ハイブリッド車などへと変化して，移動効率の向上だけ
でなく，エネルギーを自己生産できるようになってきた。
　しかし，いずれの技術も，ある問題を解決していても，新たな問題が生じている点で共通している。例えば，
過去には雪の多い地方で信号機をLEDに変えたところ，雪が解けずに信号を視認できなくなったという問題があ
る。技術は利用される場所の環境や文化などによって，その役割と影響は異なる。
　このようにエネルギー変換の技術の役割や影響について理解する際は，具体的な事例を取り上げてプラス・マ
イナスを評価するとよい。その際，授業での体験や経験を基盤にしながら，地域差や立場の違いなども踏まえて
創造させることで，技術に対する理解が深まる。そして新たな技術の活用方法や，新しい技術の開発について，
多くの考えが生み出されるようになる。

　最新技術が開発される背景には，様々な問題意識や人々の願いが込められている。しかし，生徒の目に映るの
は「コンピュータ」や「材料」の方が多い。製品の内部に隠されている電気回路や機構などの技術が，生活を静
かに支えている。また，見えにくく気付かれにくいことが，環境の安全などに関する新たな問題を生むこともあ
ることに気付かせる。
　このようなエネルギー変換の技術の役割や役割を，実際の事例に基づいて理解させることで，技術のプラス・
マイナスを適切に評価しやすくなり，エネルギー変換の技術の上手な生かし方や，新しい技術開発（改良・応
用）で気をつけたいことなどを考えやすくなる。

中技全 - 18


